
令和３年度鳥取県学校農業クラブ連盟プロジェクト発表会報告 

１月２０日（木）に鳥取県立倉吉農業高等学校で行われた令和３年度鳥取県学校農業クラ

ブ連盟プロジェクト発表会に本校食品システム科３年生８名が代表として出場しました。新

型コロナウイルス対策として発表・審査会場と教室を分けてリモートで開催されました。今

年度のプロジェクト研究は、造園業に ICT を取り入れ労力を軽減化した「スマート造園プロ

ジェクト」や、SDGs をテーマに盛り込んだ「持続可能な森林経営に向けた新たな取り組み」

など、時代の流れに沿った新しい取り組みが目立ちました。他校が何をテーマに選び、どの

ような方法で解決していくのか、生徒・教員共に非常に興味深い発表会でした。 

最優秀賞はⅠ類：倉吉農業高校、Ⅱ類：智頭農林高校、Ⅲ類：鳥取湖陵高校と３校それぞれ

の分野で分けあった形となりました。 

 本校の結果と発表の様子は以下の通りです。 

分野 Ⅰ類 〔生産・流通・経営〕 

優 秀 賞「害虫から死守！」 

宮脇颯希、矢部奏空 

 

 

 

 

 

 

分野 Ⅱ類 〔開発・保全・創造〕 

優 秀 賞「グルテンフリー鳥取米粉  

クッキーシューの研究」 

村亜梨早、藤原明日香、内藤美咲 

 

 

 

 

 

 

分野 Ⅲ類 〔ヒューマンサービス〕 

最優秀賞「とっておき苺酵母を使った 

パン作りプロジェクト 

～湖陵ブランドへの挑戦～」 

石橋陽南、太田奈那、 

鳥飼樹奈、中谷円香 

 


